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峡南北部医療連携に合意

　

峡
南
北
部
地
域
の
医
療
体
制
に
つ
い

て
検
討
す
る
、
峡
南
北
部
地
域
医
療
連

携
部
会
（
久
保
眞
一
部
会
長
）
の
第
５

回
目
が
10
月
15
日
、
町
役
場
本
庁
舎
で

開
催
さ
れ
、
町
は
富
士
川
町
と
と
も
に

町
立
病
院
・
鰍
沢
病
院
２
病
院
の
経
営

を
行
う
こ
と
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
部
地
域
医
療
連
携
部
会
（
事
務
局

県
医
務
課
）
と
は
、
峡
南
北
部
地
域
の

病
院
間
の
連
携
や
役
割
分
担
を
協
議
・

検
討
す
る
た
め
、
市
川
三
郷
町
長
、
富

士
川
町
長
、
市
川
三
郷
町
立
病
院
長
、

鰍
沢
病
院
長
、
峡
南
病
院
長
、
西
八
代

郡
・
南
巨
摩
郡
医
師
会
長
で
構
成
さ
れ

る
機
関
で
、
６
月
５
日
の
第
１
回
目
を

皮
切
り
に
、
医
療
連
携
に
つ
い
て
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

山
梨
県
が
提
示
し
た
計
画
に
対
し
、

市
川
三
郷
町
で
は
議
会
特
別
委
員
会
で

の
答
申
を
受
け
、

①
経
営
形
態
に
つ
い
て
は
経
営
統
合
が

望
ま
し
い

②
町
立
病
院
の
建
て
替
え
や
、
医
師
の

計
画
数
の
確
実
な
履
行
、
細
部
に
つ
い

て
は
今
後
の
協
議
会
な
ど
で
合
意
を
得

て
進
め
る

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
求
め
、
山
梨
県
の

計
画
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
表
明
し
ま

し
た
。

　

富
士
川
町
で
も
、
本
町
と
同
様
に
議

会
特
別
委
員
会
の
結
果
を
受
け
、
山
梨

県
の
計
画
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
、
経

営
形
態
に
つ
い
て
は
、
市
川
三
郷
町
と

協
議
し
一
番
良
い
方
法
を
決
め
て
い
き

た
い
と
表
明
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
部
会
で
は
峡
南
北
部

地
域
の
医
療
連
携
に
つ
い
て
、
山
梨
県

が
示
し
た
計
画
を
了
承
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

平成 25年
成人式典参加申込書

※�成人式参加申込みは、成人者の自覚と責任の上に、
自らお申込み下さい。
※�申込みは、この申込用紙をご持参いただくか、また
は町ホームページから行って下さい。

【対象者】

　平成４年４月２日〜平成５年４月１日生まれ
　町内在住または町内の小中学校を卒業した方

【申込期限】平成２４年１２月７日（金）まで
【問い合わせ及び申し込み先】

　町教育委員会生涯学習課☎ 055-272-6094
　三珠支所生涯学習担当☎ 055-240-4153
　六郷支所生涯学習担当☎ 0556-32-2111

（裏面に必要事項を記入して下さい）

 平成２５年成人式典

　【日程】平成 25 年１月１３日（日）

　【受付】正午

　【開式】昼１２時３０分

  三珠歌舞伎文化公園ふるさと会館

市川三郷町立病院

町
で
は
峡
南
北
部
地
域
の
医
療
連
携
に
つ
い
て
、
山
梨
県
が
示
し
た
計
画

を
了
承
し
、
富
士
川
町
と
と
も
に
市
川
三
郷
町
立
病
院
と
鰍
沢
病
院
の
２

病
院
の
経
営
統
合
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

峡南北部地域医療連携の検討経緯

平成 22年１月 山梨県地域医療再生計画
（峡南医療圏）始まる

平成 22年１0月
～平成 23年12月

市川三郷町・富士川町地
域医療体制調査検討委員
会にて検討

平成 23年12月
～平成 24 年４月

市川三郷町・富士川町新
病院設置協議会にて検討

平成 24年６月～ 山梨県による峡南北部地
域医療連携部会にて検討
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鰍沢病院と経営統合へ
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医
師
な
ど
の
医
療
資
源
が
乏
し
い
地

域
で
は
、
個
々
の
病
院
が
必
要
な
医
療

を
整
備
す
る
自
己
完
結
型
医
療
で
、
救

急
医
療
な
ど
を
維
持
・
確
保
し
て
い
く

こ
と
は
難
し
い
の
が
現
実
で
す
。
地
域

を
面
と
し
て
と
ら
え
、
医
療
連
携
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、
急
性
期
か
ら
慢
性

期
、
在
宅
医
療
に
至
る
ま
で
地
域
全
体

で
切
れ
目
な
く
必
要
な
医
療
を
提
供
で

き
る
、
地
域
完
結
型
医
療
を
推
進
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
病
院
に
医
師
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
中
に
多
様
な

症
例
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
高
度
な

医
療
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

医
療
連
携
後
、
町
立
病
院
は
総
合
診

療
型
病
院
の
役
割
を
持
ち
、
体
制
な
ど

は
次
の
よ
う
に
な
る
こ
と
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。（
総
合
診
療
型
病
院
の
役

割
に
つ
い
て
は
左
図
役
割
参
照
）

【
病
床
数
】
一
般
病
床
40
床
、
療
養
病

床
40
床

【
診
療
科
】
現
行
の
診
療
科
目
の
ほ
か
、

小
児
科
（
毎
日
）、消
化
器
科
（
週
２
）、

リ
ハ
ビ
リ
科
（
毎
日
）、健
診
（
毎
日
）、

在
宅
診
療
（
毎
日
）
を
設
け
、
外
来
診

療
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

【
診
療
体
制
】
現
在
、
常
勤
医
師
は
内

科
３
人
、
外
科
３
人
・
泌
尿
器
科
２
人

の
８
名
で
す
が
、
平
成
26
年
４
月
の
経

営
統
合
後
は
内
科
３
人
、
外
科
１
人
、

泌
尿
器
科
２
人
と
な
る
も
の
の
、
新
た

に
整
形
外
科
１
人
と
小
児
科
１
人
の
常

勤
医
を
配
置
し
、
現
在
と
同
じ
８
名
を

確
保
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
31
年
に

は
９
名
、
平
成
36
年
に
は
10
名
に
な
り

ま
す
。 

婦
人
科
で
は
山
梨
大
が
検
討

し
て
い
る
産
科
セ
ミ
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

■
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
市
川
三

郷
町
と
富
士
川
町
に
お
い
て
経
営
統
合

に
関
す
る
基
本
協
定
の
締
結
を
行
い
、

基
本
計
画
の
策
定
な
ど
、
協
議
会
を
設

置
し
詳
細
な
協
議
を
進
め
ま
す
。

■
峡
南
北
部
地
域
の

　
　
　

医
療
連
携
の
必
要
性

【各病院の役割】

■市川三郷町立病院（総合診療型病院）

　�日常的で広範囲な医療を提供するとともに、初期診療における患
者の包括的な受け入れや、トリアージ（傷病者を優先順位をつけて
治療）を行うなど、総合診療体制を敷く病院

■社会保険鰍沢病院（基幹診療型病院）

　�救急医療や高度・専門的な医療を提供するとともに、災害医療な
どの面で峡南地域全域の拠点としての機能をも併せ持つ病院

■峡南病院（ケアミックス型病院）

　�在宅医療を中心に地域に密着した医療を提供するとともに、介護
施設や福祉人材と連携したきめ細かなサービスを提供する病院

■
医
療
連
携
の
イ
メ
ー
ジ

■
医
療
連
携
後
の
町
立
病
院

【問い合わせ】町総務課新病院設置推進室☎ 055-272-1101

峡南北部地域の医療連携の基本目標
■地域の救急患者の受け入れを断らない
この地域で最も医療提供体制の弱い救急体制を強
化し、原則として救急受入要請を断らない体制を
構築する。

■地域内である程度、高度で専門的な医療が
受けられる
ある程度、高難度の手術を受けられるようにする。

■災害時にも継続して医療が提供できる
�東海地震など、大きな災害に見舞われた場合でも、
継続して医療が提供できるようにする。

■外来、入院治療が安心して受けられる
�高血圧や糖尿病など生活習慣病をはじめとした一
般的な診療において、高頻度に見られる疾病への
対応が的確に受けられるようにする。

■希望に応じて病院で看取りが受けられる
�高齢化の進行が進む中で、住民の希望に応じて病
院で看取りが受けられるようにする。

■在宅医療・へき地医療に対する支援が受けられる
�高齢化及び過疎化の進行に対応して、在宅でもへ
き地でも安心して医療を受けられるようにする。
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■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■
中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

■
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■
市
川
三
郷
町
教
育
委
員
長
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
放
送
賞

■
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■
中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

■
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■
市
川
三
郷
町
教
育
委
員
長
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
放
送
賞

■
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

大橋　日向子
（山梨大附属中３年）

平本　真理子
（駿台甲府中２年）

金田　莉里花
（八代小４年）

渡辺　豊美
（富士河口湖町）

村松　善吉
（甲府市）

米山　貴大
（上野原高）

小澤　朱麗
（山城小２年）

長田　一颯
（英保育所）

風間　日和
（御坂西小１年）

権守　優佑
（甲府商業高）

天野　光江
（笛吹市）

池田　淳子
（甲斐市）

窪田　真衣
（甲運小３年）

有賀　壮汰
（大和小５年）

飯田　亜矢
（双葉東小６年）

遠藤　乃亜
（駿台甲府高）

辻　来夢
（笛吹市）

上山　葵
（甲府第一高）

■
大
会
大
賞

永関　梨子（北杜市） 依田　かれん（三珠中１年）

第１９回
大門碑林
全国書道展
入選作品

　

今
年
も
第
19
回
大
門
碑
林
全
国
書
道
展

の
入
賞
作
が
出
揃
い
ま
し
た
。
大
会
に
は

全
国
か
ら
４
，
１
６
７
点
も
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
、
第
１
部（
幼
児
～
中
学
生
）
で
は

依
田
か
れ
ん
さ
ん
、第
２
部（
高
校
生
以
上
）

で
は
永
関
梨
子
さ
ん
が
み
ご
と
大
会
大
賞

の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
長
の
山
梨
県
書
道
会
理
事
長

で
あ
る
鈴
木
石
蹤
先
生
は
「
依
田
さ
ん
の

作
品
は
柔
ら
か
く
伸
び
や
か
な
線
の
中
に

も
力
強
さ
が
あ
る
」「
永
関
さ
ん
の
作
品

は
美
し
い
象
形
の
篆
書
で
、
威
厳
も
あ
り
、

と
て
も
美
し
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
賞

作
品
を
評
価
し
ま
し
た
。

大
会
大
賞
受
賞
作
品
は
力

強
さ
、
篆
書
体
の
美
し
さ

を
評
価

問町教育委員会生涯学習課　☎ 055-272-6094

（敬称略）

（
第
１
部
）

（
第
２
部
）

11
2012
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一坪ふれあい農園で農業を始めませんか？
大木地区

■場　所　黒沢4-8（仮）
　　　　　（旧市川南分校東）
■面　積　１区画 50㎡
■区画数　９区画（残り７区画）
■利用料　年額 5,600 円

※共通項目

■契約期間　５年間　　■対　象　町内外問わず誰でも可能　　
■�利用条件　・自ら一坪農園を利用し、耕作できる方（家族やグループでも可）　・借り入れた農園の景観を
保全でき耕作放棄地にしない　・農園利用者や地域住民と協力し、積極的に交流できる方　・農園の管
理や運営に関する決まりを厳守できる方

■�問い合わせ申し込み　町産業振興課農林係☎ 055-240-4157

大塚地区

■場　所　大塚 4774-1 他
　　　　　（波場公園南）
■面　積　１区画 100㎡
■区画数　17 区画（残り２区画）
■利用料　年額 10,500 円

肥沃な丘陵地・のっぷいの地

市川地区

■場　所　市川大門 5759-2 他
　　　　　（市川小学校東）
■面　積　１区画 50㎡
■区画数　25区画（残り17区画）
■利用料　年額 5,600 円

市街地に近く駅から徒歩５分 都会の喧騒を忘れ盆地を望む高台

なくそう遊休農地！なくそう転用違反！農地パトロール実施中！
　

農
業
委
員
会

で
は
毎
年
９
月

か
ら
11
月
ま
で

を
「
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
月
間
」
と
し
、
次
の

目
的
で
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。

①�農地の利用状況の確認

②�遊休農地や耕作放棄地

の解消

③�農地を有効利用する運

動の周知

④�無断転用や不法投棄地

への指導

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
無
断

転
用
の
発
見
や
荒
廃
農
地
の

調
査
を
行
い
、
所
有
者
に
対

し
指
導
を
し
て
い
き
ま
す
。

農
地
の
無
断
転
用
は
厳
し
い

罰
則
が
あ
り
ま
す
。

　

一
時
的
に
資
材
置
き
場
や

残
土
置
き
場
に
利
用
す
る
場

合
で
も
、転
用
届
が
必
要
で
す
。

　

許
可
な
く
転
用
す
る
と
、

農
地
法
違
反
と
な
り
、
工
事

の
中
止
や
現
状
回
復
を
命
ぜ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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▪
家
事
分
担

　
ふ
え
る
笑
顔
と
　
家
族
の
会
話

市
川
小
６
年　

小
林 

祥
也

▪
父
の
家
事

　
　
不
器
用
す
ぎ
て
　
母
笑
う

六
郷
中
１
年　

内
藤 

昭
奈

▪
赤
ち
ゃ
ん
と

　
　
一
緒
に
育
つ
　
パ
パ
の
家
事

市
川
高
１
年　

長
田 

佳
奈

▪
に
ち
よ
う
び
　
マ
マ
は
お
し
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
パ
は
し
ゅ
ふ

市
川
小
４
年　

権
守 

七
映

▪
米
を
と
ぐ
　

　
　
　
　
力
強
い
ぞ
　
今
朝
の
音

市
川
中
１
年　

内
藤 

瑠
花

▪
あ
ら
い
や
だ
　

　
パ
パ
の
エ
プ
ロ
ン
　
似
合
っ
て
る

岩
間　

小
林 

梨
乃

■
教
育
委
員
長
賞

■
三
升
会
長
賞

村
上
葵
巳
（
市
川
中
３
年
）、
伊
井

麗
香
（
市
川
中
３
年
）、斎
藤
裕
己
（
三

珠
中
１
年
）、
長
田
梨
菜
（
三
珠
中

２
年
）、
戸
田
悠
美
（
三
珠
中
３
年
）、

竹
下
碧
威
（
三
珠
中
３
年
）、
古
川

姫
夏（
市
川
高
１
年
）、金
城
杏
奈（
市

川
高
１
年
）、
渡
邊
潤
平
（
市
川
高

２
年
）、
木
下
勝
志
（
市
川
高
２
年
）、

宮
川
祥
子
（
市
川
高
２
年
）、
保
坂

郁（
市
川
高
２
年
）、丸
山
奈
瑠
実（
市

川
高
３
年
）、
河
西
梨
花
（
市
川
高

３
年
）、
相
澤
桐
子
（
市
川
高
３
年
）、

早
川
大
貴
（
市
川
高
３
年
）、
依
田

由
美
子
（
高
田
）、都
築
雅
和
（
岩
間
）

平
等
の 

意
識
改
革 

家
庭
か
ら

市
川
中
３
年　

立
川 

奈
穂

で
き
る
こ
と 

得
意
な
こ
と
で 

助
け
合
い

上
野
小
６
年　

八
代 

龍
青

輝く笑顔いちかわみさと

　川柳（標語）コンテスト

入選作発表

■
大
会
大
賞

　

８
月
号
で
募
集
し
た
男
女
共
同
参
画
を
題
材
と
し
た
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
に

は
、
町
内
８
４
５
人
か
ら
８
７
０
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
９
月
20
日
、
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
を
は
じ
め
、
町
文
化
協
会
川
柳
部
「
三
升
会
」
の
会
長
に
よ
る
審
査
が
行
わ

れ
、
次
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

入賞作品は11月30日まで、
町役場本庁舎１
階エントランス
ホールにて展示し
ています
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■
入
選

■
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
長
賞

渡
邉
雄
大
（
上
野
小
６
年
）、
都
築

穂
夏
（
六
郷
小
２
年
）、望
月
萌
衣
（
六

郷
小
４
年
）、望
月
愛（
市
川
小
６
年
）、

村
松
沙
紀
（
市
川
小
６
年
）、
土
屋

優
依
（
市
川
小
６
年
）、
桐
林
瑞
穂

（
六
郷
中
２
年
）、
依
田
更
紗
（
市
川

中
１
年
）、
小
林
蒼
（
市
川
中
２
年
）、

１１月１２日～２５日は「女性に対
する暴力をなくす運動」週間です

■配偶者暴力相談支援センター
　☎ 055-254-8635（平日 9:00 ～ 20:00）

■山梨県警察総合相談所
　☎＃9110（24 時間対応・緊急時は 110 番へ）

■女性の人権ホットライン
　☎ 0570-070-810（平日 8:30 ～ 17:15）

山梨県

まずはお電話を。あなたの名前をお聞かせ下さい

（相談無料・秘密は厳守します）
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【本　　館】055-272-8888   開館時間 9:00 〜 17:00（木曜日は 19:00 まで）
　■休館日：毎週月曜・祝日・年末年始・月の最後の平日

【三珠分館】055-272-1204   開館時間 9:00 〜 17:00 
　■休館日：毎週日曜と月曜・祝日・年末年始

【六郷分館】0556-32-2002   開館時間［平日］正午〜 19:00［土・日］9:00 〜 17:00
　■休館日：毎週月曜・祝日・年末年始

「造花・クラフトアレンジメント展」
１１/１㈭～１１/２９㈭

作者：喜納マリサ/岩崎昭子
　皆さんに良い作品を見てただきたくて、
一所懸命つくりました。ぜひご覧下さい。

展示コーナー（本館）

読書週間（１１/９まで）
『ホントノキズナ』

本と親しんでキズナを深
めてみませんか？

新 書図刊

『きみスキ  ～高校生たちの
ショートストーリーズ』

（梨屋アリエ / ポプラ社）

　それぞれの秘めた思い、意外な一面･･･。高校生の男女７
人の日常・悩み・恋を描いた掌編小説。いろんなタイプのキ
ャラクターがでてきて、誰が読んでも共感できる作品群。一
作がとても短いため読書があまり得意でない人、またこれか
ら読書を始めたいと思っている人にもお薦め。

『ぼくの村は戦場だった』
（山本美香 / マガジンハウス）

　母さんが庭に出たとき、爆弾が落ちたんだ。大きな力が
働くとき、弱いものは切り捨てられ存在すら消される。戦
火の下で暮らす人々の真実の暮らし、想い、そして叫び。女
性ジャーナリストが見た戦場の真実の姿を綴る。今年８月、
シリア内戦の取材中に亡くなった山本美香さんの代表作。

■児童向き

■一般向き

忙しさを忘れて「ほっ」と癒されてみませんか？

【日時】１１月１１日㈰ 午後１時30 分～
【場所】市川大門町民会館１階和室
【出演】トトロ

そろそろ、クリスマスの準備をはじめませんか？クリス

マス雰囲気抜群のクリスマスリースを作ります

【日時】１１月１０日 ㈯ 午前１０時～
【場所】六郷分館
【対象】小学生
【定員】１５名　【材料費】500 円
 ※申し込み制です。六郷分館☎ 0556-32-2002までお
申し込み下さい。定員になり次第締め切ります。

▲本館では作家の江宮隆之氏を迎え、図書館歌舞伎講座を開催
しました。外はあいにくの天気でしたが、約 60人の方が参加し、
江宮氏のわかりやすい歌舞伎の話に聞き入っていました（9/23 歌
舞伎文化公園文化資料館）

■本館 [ 乳幼児対象 ]11/22 ㈭ 11:00 〜 11:30
■三珠分館 [ 幼児から小学生対象 ]毎週㈫16:30〜17:00
　　　　　[ 乳幼児対象 ]11/28 ㈬ 11:15 ～ 11:45
■六郷分館 [ 幼児から小学生対象 ]11/20㈫ 15:30〜 16:00

今月のおはなし会 気軽におこし下さい！

　地域の資料は、町の財産です！市川三郷町に関す
る資料で、ご自宅に眠っているものなどがありまし
たら図書館本館☎055-272-8888までご連絡下さい。

町立図書館では地域の資料を収集しています

教えて下さい！
あなたが読んで面白かった本、感動し
た本、心に残った本を教えて下さい。

あなたの 一冊

『犬とハモニカ』（江國香織 / 新潮社）
『アスクレピオスの愛人』（林真理子 / 新潮社）
『水のかたち（上・下）』（宮本 輝 / 集英社）
『天下の雨敬、明治を拓く』（江宮隆之 /河出書房新社）

はやく読みたい！ 新
着

（一般向き）

『てんやわんや名探偵』（杉山 亮 /中川大輔 /偕成社）
『もりのだるまさんかぞく』（高橋和枝 / 教育画劇）
『月の満ちかけ絵本』（大枝史朗 /佐藤みき/あすなろ書房）
『王さまめいたんてい』（寺村輝夫 / 和歌山静子 / 理論社）

（児童向き）

■ おはなし会

■クリスマスリース作り（六郷分館）


